
R2. 7. 1 部長会議
上下水道局総務課 １
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令和元年度 平成30年度 増　　減 対前年比

 給水人口（人） 269,358 271,103 △ 1,745 99.4% 

 給水量（㎥） 33,197,329 33,578,225 △ 380,896 98.9% 

 有収水量（㎥） 28,426,381 29,198,147 △ 771,766 97.4% 

 有収率（％） 85.6 87.0 △ 1.4 － 

項　　　　　目

減少傾向や東日本台風災害による影響などにより、前年度に比べ771,766㎥減少しました。

令和元年度 水道事業の概要

主な業務状況

 給水人口は 269,358人で、前年度に比べ 1,745人減少しました。

有収水量（料金を賦課した水量）は28,426,381㎥で、人口減少等に伴う長期的な水需要の

 有収率（給水量のうち有収水量の割合）は85.6％で、前年度より1.4ポイント減少しました。



２

(前年度比 △ 109,293) (前年度比 △ 21,279) (前年度比 △ 502,653) (前年度比 △ 828,505)

　

補　填　財　源

(損益勘定留保資金　8,528,500

補填後の内部留保資金残額

+ 建設改良積立金 1,818,000)

10,346,500

収入 1,869,411 支出 4,836,080

令和元年度　水道事業会計決算の概要

収入 7,074,746 支出 5,820,977

収益的収入及び支出
（税抜き）

資本的収入及び支出
（税込み）

（単位 千円）

(前年度比 +10,575)一般会計繰入金  274,014

水 道 料 金

6,040,027
(前年度比 △ 146,931)

長期前受金戻入  515,170
(前年度比 △ 13,042)

(前年度比 +40,105)

・保険金        29,281

・加入金        87,284

・負担金返還金  56,200

・手数料等      37,097

・受取利息等    35,673

その他収益  245,535

2,336,582
(前年度比 +52,017)

維 持 管 理 費

(前年度比 △ 87,798)

2,890,705

減価償却費等

特別損失  88,679 (前年度比 +33,696)

当期純利益  1,253,769
(上水 1,484,546 + 簡水 △ 230,777)

その他未処分利益剰余金変動額

1,023,783

（減債積立金の使用による計上）

減債積立金等

1,257,263

内部留保資金

1,709,406

企　業　債

1,472,900
(前年度比 △ 236,300)

一般会計繰入金 283,693
(前年度比 △ 185,296)

(前年度比 △ 81,057)工事負担金等  112,818

収 支 不 足 額

2,966,669

(前年度比 △ 796,390)

建設改良費

3,051,513

元金償還金等

1,784,567
(前年度比 △ 32,115)

建設改良積立金の内訳

～29年度 1,500,000

30年度 318,000

支払利息等  505,011 (前年度比 △ 19,194)

①　当期純利益

　・減債積立金

　・建設改良積立金

② その他未処分利益剰余金変動額

　・資本金への組入れ

　　※減債積立金の使用により未処分利益剰余

　　　　 金に計上したもの。

純利益等の処分（案）

317,000

1,023,783

936,769

令和２年９月議会に提出予定

損益勘定留保資金の内訳

過年度分 6,097,803

現年度分 2,430,697

(前年度比 +1,039,291)
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令和元年度 平成30年度 増　　減 対前年比

 汚水処理区域内人口（人） 365,220 367,097 △ 1,877 99.5% 

 水洗化人口（人） 353,637 354,420 △ 783 99.8% 

97.7 97.6 0.1 － 

 有収汚水量（㎥） 37,380,090 38,035,957 △ 655,867 98.3% 

しました。

令和元年度 下水道事業の概要

主な業務状況

汚水処理区域内人口（下水道に接続可能な人口）は 365,220人で、前年度に比べ 1,877人

減少し、水洗化人口（下水道に接続済みの人口）は 353,637人で、前年度に比べ 783人減少

 人口普及率（％）

人口普及率（下水道に接続可能な人の割合）は97.7％で、前年度より 0.1ポイント増加しました。

有収汚水量（使用料を賦課した汚水量）は37,380,090㎥で、水需要の減少や東日本台風災害

項　　　　　目

の影響などにより、前年度に比べ655,867㎥減少しました。



４

(前年度比 △ 110,196) (前年度比 +77,915) (前年度比 +595,325) (前年度比 +689,233)

　

補　填　財　源

補填後の内部留保資金残額 2,844,103

収入 3,868,624 支出 10,141,584支出 11,829,255

令和元年度　下水道事業会計決算の概要

収入 14,191,923

収益的収入及び支出
（税抜き）

資本的収入及び支出
（税込み）

（単位 千円）

収益的収入及び支出
（税抜き）

資本的収入及び支出
（税込み）

損益勘定留保資金の内訳

過年度分 0

現年度分 2,844,103

下水道使用料

7,225,756
(前年度比 △ 127,505)

一般会計繰入金

3,527,052
(前年度比 △ 32,175)

(前年度比 △ 8,446)

長期前受金戻入

3,172,439

維 持 管 理 費

3,441,373
(前年度比 +122,316)

6,505,704

減価償却費等

(前年度比 +1,814)

1,758,225

支払利息等

(前年度比 △ 170,168)

当期純利益

2,362,668

（減債積立金の使用による計上）

その他未処分利益剰余金変動額

2,550,779

(前年度比 +855,700)

企　業　債

2,126,800

一般会計繰入金 1,056,548

(前年度比 △ 17,725)

(前年度比 △ 41,052)受益者負担金等  90,079

6,272,960
収 支 不 足 額

(前年度比 +612,571)

建設改良費
3,275,718

(前年度比 +76,662)

元金償還金等
6,865,866

国庫補助金等 595,197 (前年度比 △ 201,598)

・災害復旧収入     74,539

その他収益  266,676
(前年度比 +57,930)

・手数料等         29,191

・県負担金返還金  162,946

①　当期純利益

　・減債積立金

② その他未処分利益剰余金変動額

　・資本金への組入れ

　　※減債積立金の使用により未処分利益剰余

　　　　 金に計上したもの。

2,362,668

2,550,779

　　令和２年９月議会に提出予定

純利益等の処分（案）

特別損失  123,953 （前年度比　皆増） 3,572,321

内部留保資金

減債積立金等

2,700,639

(前年度比 △ 238,223)


